
教育問題Ⅰ いじめ                  レジュメ 杉浦ひとみ 
 
１、政府の現状 

 
 
 
２、現場を見てきた杉浦の考え(少年事件、いじめ自殺事件を扱ってきた) 

 
 
 
転んで傷を負うのは子どもなら誰にでもあること。 
軽い傷の内に手当をしないからこんな事態になる。 
 
 
 

つくるべきケア態勢(杉浦の提案！) 
 
 
 
 
 
 
そのために、必要なお金をかけなければダメです。 
というか、今までお金をかけなすぎ！ 
 
 
 
 
安倍首相のやっているのは、先生から子どもと向き合う時間を奪う統制・管理強化ばか

り 
学校現場を信用しないで報告書ばかり提出させ、先生から子どもと向き合う時間を奪う。

報告書ばかり書かせて、本来の仕事をする時間がなくなってしまうのでは本末転倒ではな

いですか。 
教育 3 法で現場の先生を 10 年に 1 回研修させることが決まりましたが、雇用を不安定にし

たら、優秀な人材は集まらなくなるのではないですか。安倍首相はサッチャーの教育改革

をお手本にしているようですが、イギリスでは予算削減で給食費自己負担・設備老朽化・

教員給与引き下げで、どんどん教員が辞めていきました。サッチャーの教育改革は、イギ

リスでは 10 年も前に反省されています。 

いじめ自殺ゼロ？ 
幼稚園児でも少年院に送られる？ 
愛国心が足らないから？ 

安倍首相・文部科学省には真剣さが

足らない 
現場を見ているのか?! 

ひどくなる前のケアの態勢があればこんな事態

にはならなかったはず！ 
 

少し傷を負ったときにケアする態勢がないから、

傷が広がり膿んでしまう。 

１校に１人スクールカウンセラー(常勤)の配置や、子

どもたちに目の行き届く 20 人学級の早期実施！ 

学校の先生の研修ももっともっと充実させます。 
子どもたちの避難場所・保険室の先生の複数配置・研

修も充実させます。 

とにかく大人が必要なとき

に手を差し伸べられるよう

にしなきゃダメなんです！ 

教育予算を GDP 比 5％にします！ 

日本の教育予算は少ない。先進国の平均は国内総生産 GDP 比 5％が平均。ところが日本は 3.5％です。 

ひどくなったら、立ち

直らせるのは大変！ 


